
 

 

 

 

田城郁議員ら有志が 

「大飯原発の断層調査に関する要望書」を提出 
 

 ８月１０日に原子力安全・保安院は、「第５回地震・津波に関する意見聴取会（活

断層関係）について」と題した審議会を開催します。ここでは大飯原発の断層の再

調査に関しても議論されることになっています。 

 これに先立ち、田城 郁参議院議員ら４３名の超党派国会議員有志が「大飯原発の

断層調査に関する要望書」を経済産業大臣と安全・保安院に提出しました。この賛

同議員にはＪＲ総連推薦議員も多く入っています。また、呼びかけ議員は同じくＪ

Ｒ総連の推薦議員である三宅雪子衆議院議員ら５名です。 

 要望書では次のように指摘をしています。 

・ 保安院も関西電力に対して再調査を指示したにもかかわらず再稼働を強行した 

・ 調査主体の（株）ダイヤコンサルタントは大飯原発の建設を行った三菱グループ

であり、建設当初の調査で「問題なし」としていて、公平性がない 

・ 国の「専門家」による安全審査のあり方が問われているのに、その反省がない 

 

こうしたことから、中立な調査会社の選任、第三者の専門家の立ち会いや、国会

議員の立ち会い、情報の公開などを要望しています。 

 心ある議員たちの行動に注目していきましょう！ 

ＪＲ総連通信 
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